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松山

西予

伊予

宇和島

今治
西条本所発

農
業
に
情
熱
を
持
ち
、

未
来
を
切
り
開
い
て
い
る

愛
媛
の
農
家
を
応
援
し
ま
す
。

きらりネット

愛媛県立農業大学校　自治会
（松山市）

　
毎
週
水
曜
、
愛
媛
県
立
農
業
大
学

校
に
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
く
る
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
い
つ
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
学
生
の
明

る
い
声
が
響
く
の
は
、
特
設
の
直
売

所
。
学
生
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
農

産
物
を
売
る
現
場
だ
。
平
成
22
年
か

ら
始
め
て
、
今
で
は
年
間
２
０
０
０

人
を
集
客
。
近
隣
住
民
を
中
心
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　
直
売
所
の
運
営
を
担
う
の
は
、
同

校
の
自
治
会
役
員
。
会
長
の
田
房
開

さ
ん
（
20
）
は
「
直
売
所
や
収
穫
祭

を
通
し
て
、
も
っ
と
農
大
の
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。
自
治
会

は
、
自
主
性
と
協
調
性
を
養
い
『
興

農
研
学
』
の
精
神
に
沿
っ
た
校
風
を

築
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
全
学
生
が

加
入
し
て
い
る
。
田
房
会
長
は
役
員

と
共
に
、
１
年
間
全
校
生
徒
の
先
頭

に
立
つ
。

　
役
員
の
嶋
家
愼
人
さ
ん
（
20
）、

前
田
汰
一
さ
ん
（
20
）
は
「
農
大
で

出
会
う
仲
間
は
、
あ
る
意
味
特
別
」

「
愛
媛
中
に
知
り
合
い
が
い
る
の
は
、

強
み
に
な
る
」
と
つ
か
ん
だ
絆
と
農

大
の
魅
力
を
、
口
に
す
る
。

　
未
来
の
農
大
生
へ
、
田
房
会
長
が

つ
な
ぐ
「
先
輩
た
ち
が
続
け
て
き
た

こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も
守
っ
て
い

く
」。

集
い
磨
か
れ
る

  

農
業
を
志
す
若
い
力

「自治会一致団結で、こ
れからもがんばります」
と会長の田房さん。

地域の人との大切な交流の場になっている直売所。
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四
国
中
央
市
、
新
居
浜
市
、
西
条

市
在
住
の
若
手
女
性
農
業
者
の
グ

ル
ー
プ
「
た
べ
と
う
み
ん
」〔
代
表
：

藤
岡
ゆ
か
り
さ
ん
（
39
）〕。
自
ら
が

生
産
し
た
農
産
物
の
販
売
促
進
活
動

を
通
じ
て
、
農
業
・
農
村
・
農
産
物

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

　
結
成
は
平
成
27
年
、
東
予
地
方
局

の
支
援
を
受
け
活
動
を
開
始
。
メ
ン

バ
ー
は
、
現
在
11
人
で
、
20
代
か
ら

40
代
ま
で
の
農
業
に
熱
い
思
い
を
持

つ
女
性
の
集
ま
り
だ
。
活
動
の
中
心

は
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
画
や
マ
ル

シ
ェ
を
開
催
、
旬
の
農
産
物
を
販
売

し
て
い
る
。

　
メ
ン
バ
ー
の
原
田
さ
ん
は
「
一
人

で
は
難
し
い
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売

促
進
活
動
も
、
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組

む
と
、
効
率
よ
く
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
相
乗
効
果
で
販
路
も

広
が
り
、
生
産
も
増
え
て
い
く
。
マ

ル
シ
ェ
で
は
、
直
接
販
売
す
る
こ
と

で
思
い
が
伝
わ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も

増
え
る
な
ど
、
い
い
こ
と
尽
く
し
」

と
笑
顔
。

　
ま
た
、
鈴
木
さ
ん
は
「
同
じ
年
代

の
人
が
多
い
の
で
、
農
業
で
迷
う
こ

と
、
し
ん
ど
い
こ
と
な
ど
、
相
談
に

の
っ
て
く
れ
る
。
話
を
し
て
い
る
う

ち
に
突
破
口
が
見
え
て
く
る
こ
と
も

あ
り
、
心
強
い
仲
間
で
す
」
と
つ
な

が
り
の
大
切
さ
を
話
す
。

　
女
性
な
ら
で
は
の
感
性
と
視
点

で
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い

る
。

松山

西予

伊予

宇和島

今治

松山
伊予

宇和島

今治
西条

西予支所発

西条支所発

同
じ
思
い
の
仲
間
と

　農
業
の
魅
力
を
発
信

た
べ
と
う
み
ん
自
慢
の
農
産
物
。

飾
り
付
け
も
女
性
目
線
か
ら
オ
シ
ャ
レ
に
。

若手女性農業者グループ「たべとうみん」
（四国中央市、新居浜市、西条市）

三崎地区農業後継者協議会
（西宇和郡伊方町）

「パワー全開で頑張って
います。ぜひ、『たべと
うみん』の仲間に会い
に来てください」と代
表の藤岡さん。

　
四
国
の
最
西
、
佐
田
岬
半
島
突
端

で
、
若
手
み
か
ん
農
家
が
活
躍
し
て

い
る
。
そ
の
集
団
は
、
三
崎
地
区
農

業
後
継
者
協
議
会
。
三
崎
へ
の
熱
い

思
い
を
形
に
し
た
「
ハ
ー
ト
清
見
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
、
力
を
注
い
で

い
る
。

　
現
在
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は
21
歳
か

ら
36
歳
の
11
人
。
代
表
を
務
め
る
小

西
寿
治
さ
ん
（
29
）
は
「
農
業
の
力

で
三
崎
を
元
気
に
し
、
三
崎
へ
の
愛

を
伝
え
た
い
」
と
真
剣
な
眼
差
し
で

語
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
三
崎
ブ

ラ
ン
ド
清
見
を
用
い
、
農
業
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
と
、
昨
年
よ
り
着

手
。さ
ら
に
認
知
度
を
高
め
る
た
め
、

イ
ン
パ
ク
ト
あ
る
ハ
ー
ト
の
形
に
こ

だ
わ
っ
た
。
収
穫
後
は
、
地
元
の
イ

ベ
ン
ト
等
で
販
売
し
な
が
ら
、
三
崎

の
清
見
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
協
議
会
は
、
耕
作
放
棄

地
を
再
生
さ
せ
る
活
動
を
、
３
年
前

か
ら
実
施
。
草
刈
り
や
防
除
な
ど
管

理
作
業
を
手
掛
け
て
い
る
。
大
変
な

労
力
を
伴
う
が
、
若
手
で
集
ま
っ
て

す
る
作
業
は
楽
し
く
、
情
報
交
換
の

場
に
も
な
っ
て
い
る
。

　
メ
ン
バ
ー
は
「
若
い
う
ち
に
経
験

を
積
ん
で
成
長
で
き
る
よ
う
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
」
と
意
欲
的
だ
。

三
崎
へ
の
熱
い
思
い

「
ハ
ー
ト
清
見
」に
込
め
る

「農業の魅力を伝え、若
手農家を増やしたい」
と代表の小西さん。

形
の
良
い
ハ
ー
ト
に
な
る
よ
う
に
、

作
業
手
順
な
ど
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。
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　　　在は、米作りに力を入れている。
　　　防除・消毒は最小限で安全なも
のを作る。これからの農業は若い力が
必要。みんなで協力して良いものを作
り、ＰＲや販路を拡大することが大切
だ。地域を巻き込んで農業を盛り上げ
ていきたい。
担当地区▶松山市河野別府
経営規模▶水稲34.5㌃、里芋5.7㌃、
　　　　　玉ねぎ10㌃
担当戸数▶31戸　共済部長歴▶2年

　　　業農家になって４年。主に米・
　　　麦・里芋を栽培している。里芋
は手作業が多く大変だが、毎回出来を
楽しみにしている。手間をかけるほど
良い物ができるので、健康に気を付け、
体力の続く限り頑張りたい。
担当地区▶今治市藪之内
経営規模▶水稲240㌃、麦220㌃、
　　　　　里芋22㌃
担当戸数▶27戸　共済部長歴▶4年

NOSAIえひめの県内6支所（西条・今治・松山・伊予・西予・宇和島）から共済部長
を毎号ご紹介します。

専

現

　　　の道５０年以上。昔に比べ基
　　　盤整備され、作業効率は良く
なったが、高齢化や後継者不足により
農家数は年々減少している。趣味の
写真と将棋を楽しみ、健康に気をつ
け、これからも農業を続けていきたい。
担当地区▶宇和島市津島町御槙
経営規模▶水稲320㌃、
　　　　　自家用野菜1.5㌃
担当戸数▶8戸　共済部長歴▶3年

こ

宇
和
島
支
所
─
是
澤 

宗
幸
さ
ん（
73
）

　　　カン農家を営む父の背中をみ
　　　て育った。就農５年目、より品
質のいいものを作ろうと、日々 模索してい
る。ミカン作りは決して楽ではないが、
食べてくれた人の「おいしい」の声を励
みに、農繁期を笑顔で乗り切りたい。
担当地区▶八幡浜市保内町須川奥
経営規模▶温州ミカン150㌃、
　　　　　伊予かん50㌃、清見10㌃
担当戸数▶14戸  共済部長歴▶1年目

ミ

西
予
支
所
─
山
本 

崇
博
さ
ん（
25
）

　　　近増えてきたイノシシ被害に
　　　は、知り合いからもらった廃
材で柵を作って対策するなど、工夫
している。今後は新たな作物の栽培
にも挑戦し、後継者の息子が帰って
くることを楽しみにしながら、農業を
続けていきたい。
担当地区▶大洲市平野町野田
経営規模▶水稲20㌃、野菜8㌃
担当戸数▶25戸　共済部長歴▶5年

最

伊
予
支
所
─
山
本 

忠
さ
ん（
69
）

　　　職後、専業農家として、水稲を
　　　中心に栽培している。仕事勤
めの頃に見てきた全国各地の農業情
勢を参考にしながら、これからは、地
元農業の地域活動にも貢献しつつ、多
くの野菜作りに挑戦したい。
担当地区▶西条市禎瑞高丸
経営規模▶水稲98㌃、
　　　　　自家用野菜15㌃
担当戸数▶22戸　共済部長歴▶3年

退

西
条
支
所
─
美
濃 

繁
美
さ
ん（
62
）

今
治
支
所
─
冨
田 

功
さ
ん（
64
）

松
山
支
所
─
渡
部 

昭
彦
さ
ん（
63
）
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を毎号ご紹介します。

専

現

　　　の道５０年以上。昔に比べ基
　　　盤整備され、作業効率は良く
なったが、高齢化や後継者不足により
農家数は年々減少している。趣味の
写真と将棋を楽しみ、健康に気をつ
け、これからも農業を続けていきたい。
担当地区▶宇和島市津島町御槙
経営規模▶水稲320㌃、
　　　　　自家用野菜1.5㌃
担当戸数▶8戸　共済部長歴▶3年

こ

宇
和
島
支
所
─
是
澤 

宗
幸
さ
ん（
73
）

　　　カン農家を営む父の背中をみ
　　　て育った。就農５年目、より品
質のいいものを作ろうと、日々 模索してい
る。ミカン作りは決して楽ではないが、
食べてくれた人の「おいしい」の声を励
みに、農繁期を笑顔で乗り切りたい。
担当地区▶八幡浜市保内町須川奥
経営規模▶温州ミカン150㌃、
　　　　　伊予かん50㌃、清見10㌃
担当戸数▶14戸  共済部長歴▶1年目

ミ

西
予
支
所
─
山
本 

崇
博
さ
ん（
25
）

　　　近増えてきたイノシシ被害に
　　　は、知り合いからもらった廃
材で柵を作って対策するなど、工夫
している。今後は新たな作物の栽培
にも挑戦し、後継者の息子が帰って
くることを楽しみにしながら、農業を
続けていきたい。
担当地区▶大洲市平野町野田
経営規模▶水稲20㌃、野菜8㌃
担当戸数▶25戸　共済部長歴▶5年

最

伊
予
支
所
─
山
本 

忠
さ
ん（
69
）

　　　職後、専業農家として、水稲を
　　　中心に栽培している。仕事勤
めの頃に見てきた全国各地の農業情
勢を参考にしながら、これからは、地
元農業の地域活動にも貢献しつつ、多
くの野菜作りに挑戦したい。
担当地区▶西条市禎瑞高丸
経営規模▶水稲98㌃、
　　　　　自家用野菜15㌃
担当戸数▶22戸　共済部長歴▶3年

退

西
条
支
所
─
美
濃 

繁
美
さ
ん（
62
）

今
治
支
所
─
冨
田 

功
さ
ん（
64
）

松
山
支
所
─
渡
部 

昭
彦
さ
ん（
63
）
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農業共済
新聞

　
遊
休
地
を
利
用
し
て
栽
培
し

た
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
搾
り
、精
製

し
、体
に
安
心
な
純
黒
糖
を
製

造
し
て
い
る「
ロ
ハ
ス
企
業
組

合
」（
四
国
中
央
市
）代
表
理
事

の
川
上
喜
八
郎
さ
ん（
69
）。現

在
、約
１
㌶
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

栽
培
を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
18
年
に
就
農
。農
業
に

関
わ
り
、地
域
の
耕
作
放
棄
地

（
遊
休
地
）を「
何
と
か
し
な
け

れ
ば
」と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
宇
摩
地
方
は
、か
つ
て
は
サ

ト
ウ
キ
ビ
の
産
地
で
、製
糖
業

が
基
幹
産
業
だ
っ
た
こ
と
を
知

り
、ま
た
、昨
今
、黒
糖
が
健
康

食
品
と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、サ
ト
ウ
キ
ビ
に
着

目
。平
成
21
年
か
ら
栽
培
を
始

め
、３
年
後
に
製
糖
施
設
を
整

備
し
、黒
蜜
や
黒
砂
糖
な
ど
の

製
造
を
は
じ
め
、愛
媛
の
黒
糖

「
媛
三
宝
」と
和
三
盆
を
商
品
開

発
し
た
。

　
川
上
さ
ん
は「
県
内
に
サ
ト

ウ
キ
ビ
を
広
め
、雇
用
を
生
み

出
せ
る
農
業
の
６
次
産
業
化
を

し
た
い
」と
話
す
。

　
現
在
は
、大
人
や
子
供
に
対

し
て
健
康
・
環
境
に
関
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
く
イ

ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開
催
。黒

糖
関
連
商
品
や
地
元
の
有
機
野

菜
、手
作
り
豆
腐
な
ど
の
販
売

を
行
っ
て
い
て「
自
分
た
ち
の

食
は
自
分
た
ち
で
守
り
た
い
」

と
力
強
く
話
し
て
く
れ
た
。

川
上 

喜
八
郎
さ
ん
・
四
国
中
央
市

西条支所発

遊
休
地
で
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培

安
心
な
純
黒
糖
を
精
製

ホオズキの実を収穫する上甲さん

栽培しているサトウキビ

黒糖「媛三宝」を手にする川上さん

　
鬼
北
町
住
民
グ
ル
ー
プ
「
鬼

北
発
掘
隊
」
の
メ
ン
バ
ー
が
、

食
用
鬼
灯
（
ホ
オ
ズ
キ
）
を
特

産
品
と
す
る
た
め
に
、
オ
グ
リ

フ
ァ
ム
合
同
会
社
（
フ
ラ
ン
ス

語
で
鬼
嫁
）
を
平
成
28
年
８
月

末
に
設
立
。「
町
を
明
る
く
し

て
い
こ
う
」
と
、商
品
名
を
「
鬼

あ
か
り
」
と
名
付
け
、
秋
か
ら

販
売
す
る
。

　　
全
国
で
唯
一
「
鬼
」
が
付
く

町
、
鬼
北
町
。
そ
の
住
民
グ
ル

ー
プ
「
鬼
北
発
掘
隊
」
の
代
表

を
務
め
る
上
甲
民
治
さ
ん

（
47
）
は
、
法
人
化
ま
で
の
歩

み
を
「
一
人
で
は
何
も
で
き
な

か
っ
た
。
集
ま
る
力
は
す
ご
い

と
実
感
す
る
」
と
話
す
。

　
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
は
、

メ
ン
バ
ー
の
一
人
、
田
中
明
美

さ
ん
（
61
）
の
発
案
。
漢
字
で

書
く
と
「
鬼
灯
」
と
な
る
ホ
オ

ズ
キ
の
〝
鬼
〞
に
着
目
し
、
食

用
ホ
オ
ズ
キ
を
３
年
前
か
ら
栽

培
。
特
産
品
と
し
て
販
売
で
き

な
い
か
と
提
案
し
た
。

　
田
中
さ
ん
は「
栽
培
当
初
は
、

気
候
が
合
う
か
不
安
で
し
た

が
、順
調
に
実
を
付
け
た
の
で
、

メ
ン
バ
ー
に
栽
培
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
採
取
し
た
種
を
生
産

者
に
提
供
し
、
現
在
は
戸
数
15

戸
、栽
培
面
積
も
50
㌃
と
、徐
々

に
広
が
っ
て
い
ま
す
」と
話
す
。

　
ホ
オ
ズ
キ
の
実
は
、
オ
レ
ン

ジ
よ
り
も
黄
色
が
か
っ
た
ミ
ニ

ト
マ
ト
の
よ
う
で
、
甘
酸
っ
ぱ

く
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
が
特

徴
。
１
週
間
ほ
ど
陰
干
し
て
追

熟
さ
せ
れ
ば
、
甘
さ
・
酸
味
・

香
り
が
増
し
、
冷
蔵
庫
で
約
２ 宇和島支所発

住
民
グ
ル
ー
プ
「
鬼
北
発
掘
隊
」
が
法
人
設
立
・
愛
媛
県
鬼
北
町

食
用
ホ
オ
ズ
キ「
鬼
あ
か
り
」を

販
売
へ
町
の〝
顔
〞に

漢
字
の「
鬼
」に
着
目

陰
干
し
し
て
追
熟

熟した食用ホオズキの実

田中さんは、ホオズキの母
とも呼ばれている 栽培されている食用ホオズキ

週
間
は
保
存
が
可
能
だ
。

　
ま
た
、
主
成
分
に
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
・
Ｃ
、
鉄
分
、
カ
ロ
テ
ン
、

イ
ノ
シ
ト
ー
ル
が
多
く
含
ま

れ
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
下
・

予
防
、
動
脈
硬
化
予
防
な
ど
健

康
食
品
と
し
て
の
期
待
も
あ

る
。
　

　
消
費
者
の
反
応
を
確
か
め
る

た
め
、
平
成
28
年
７
月
中
旬
に

鬼
北
町
内
の
道
の
駅
で
、
第
２

回
ホ
オ
ズ
キ
祭
り
を
主
催
。
生

食
用
ホ
オ
ズ
キ
１
１
０
パ
ッ
ク

は
完
売
し
、手
応
え
を
感
じ
た
。

　
上
甲
代
表
は
「
市
場
開
拓
や

Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
て
、
町
の
特

産
品
と
し
て
、
雇
用
に
も
発
展

で
き
た
ら
と
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
意
欲
を
見
せ
る
。

お食事券
クロスワードをタテ・ヨコのカギを使って解いてください。

Ａ～Ｄの中の文字を並び替えて、
ひめのわ７号に関連のある言葉を完成させてください。

③

【応募の方法】
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。

【応募締め切り】
平成29年2月15日㈬当日消印有効
※応募によって得られた個人情報は、当組合にて厳重に
管理し、プレゼントの発送及び広報紙の製作の参考意見
として利用する以外の目的では、使用いたしません。
第５号のクイズ①の答えは「きなはいや」でした。
たくさんのご応募ありがとうございました。
当選は、お食事券の発送をもって発表と代えさせていた
だきます。

①

⑧

⑬

⑤

②

⑦

③

⑪

⑩

⑥

⑫

④

ヨコのカギ

タテのカギ

B
⑨

A

C

D

　休日は松山でのショッピング、趣味は関ジャニ∞の
ライブに行くことです。
　職場体験後、子どものころからの夢だった保育士に
なりました。今はイベントに向けてピアノを練習中。
子どもらしさを引き出せるよう頑張りたいです。

I y o  B i j i n

福田 愛実さん（22歳）
今治市

山本 琴子ちゃん（5歳）
松山市

　いつも笑顔で元気すぎるこっちゃん。小さい体のど
こにそんな元気が、というぐらいよく遊ぶね。
　お料理やお掃除、お母さんの手伝いもする優しい心
を大切にして、健やかに育ってください。

（父・母より）

こ と こ

ま な み

正解の中から抽選で３名様に、

イヨメシ掲載の『佐礼もん茶屋』
（手づくり交流市場「町家」）の

お食事券（1,000円分）をプレゼントします。
ふるってご応募ください。

①キノコの一種
②初詣で神社で引くもの
③非常に欲が深いこと
⑤負けの反対 「負けるが○○」
⑦水分を保つこと
⑧渦を巻いて流れる海水
⑪粒○○。こし○○
⑫○○だんご。さとう○○

①○○○つなぐ愛媛国体
③アメリカなどの通貨単位
④愛媛と言えばのかんきつ
⑥日本で唯一、鬼がつく町名
⑨おでんには牛○○
⑩星○○。○○かご
⑪愛媛産には○がある
⑬水上を飛ぶ魚

松
山
市
二
番
町

　
　
　
４
丁
目
４
ー
２

N
O
S
A
I
え
ひ
め

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
係

52 7 9 0 0 0 0 2

★クイズの答え

★〒・ご住所

★お名前（フリガナ）

★年齢

★電話番号

★広報紙「ひめのわ」

　へのご意見・感想を

　お書きください。
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